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■梱包内容の確認
パッケージに次の物が入っていることを確認してください。
●266XS本体
●AC電源ケーブル
●和文取扱説明書
●保証書
●英文取扱説明書

コンプレッサーの一般的な応用事例：
●キックドラムやスネアドラムの厚みを増す。
●ギターやシンセサイザによるストリングスのサステインを
伸ばす。

●ボーカルのレベル変動を滑らかにする。
●ミックスする信号の中で特定の信号を強調する。
●音響システムが過負荷になるのを防止する。

266XSのコンプレッサーには、音声信号のダイナミックレン
ジを効率的に調整する、しまりのない音にパンチを加える、
楽器にサステインを追加するなどの様々な機能があります。
266XSは、dbx 160シリーズのコンプレッサーを基に設計され
ており、コンプレッサー・セクションのAttackつまみとRelease
つまみを中央の位置に設定するだけで、160シリーズのコンプ
レッサーと同じ効果を得ることができます。さらに266XSは、
dbx独自のオートダイナミック回路により、アタック時間と
リリース時間の制御をプログラム信号の内容に応じて制御で
き、穏やかなコンプレッションから、ピークリミッターに似た
強いコンプレッションまで用途に応じたコンプレッションを

行うことが可能です。

ゲートの一般的な応用事例：
●ドライな（残響成分がない）パーカッション（スネアドラム、
キックドラムなど）の音にゲートをかける。

●減衰時間が長い音（シンバル、ピアノなど）にゲートをかける。
●ライブ演奏の楽器や録音済みトラックにゲートをかけて、
ハム雑音やバズ雑音を抑える。

●エキスパンダーを使い、滑らかなサウンド（ボーカル、木
管楽器など）からノイズを取り除く。

266XS のゲートは多様なニーズに対応することができます。
不要なノイズや背景音を除去したり、ドラムの音を引き締
めたり、楽器の特徴的な包絡線を変更することができます。
266XS のゲートは実際にエキスパンダーとしても機能する
ため、従来のスイッチ・ゲートよりも柔軟性があります。一
般的に、スイッチ・ゲートは、パーカッションにゲートをか
けるなど、限られた用途のみに適しています。それに対して、
266XS のゲートは、低いレシオ設定ではエキスパンダーとし
て動作し（ボーカル、ギター、ミックス済みプログラム信号
などに最適）、高いレシオ設定では実質的にスイッチ・ゲー
トとして動作します。

■はじめに
このたびはdbx 266XSコンプレッサー /ゲートをお買い上げいただきありがとうございます。266XSは定評ある
dbx の音質を引き継ぎ、素早く簡単に高品質なコンプレッサーとゲートを使いたいミュージシャン、DJ、スタジオ・オペ
レーターなどの方に最適です。
ご使用いただく前に、必ず本書をお読みください。266XSの機能をご理解いただき、実際に操作をして自分なりの最適
な使い方を追求することをお勧めします。

コンプレッションやゲートの一般的な初期設定値については、以下のページを参照してください。従来の条件のコンプレッションやゲートについ
ては、これらの初期設定値で十分です。しかし、266XS には音質に様々な変更を加える機能があります。最初は一般的な設定から始めて、
その後、まったく別の設定を試したり、コンプレッサーとゲートのつまみを通常とは異なる組み合わせにしてみてください。その音の違いに驚
かれるはずです。様々な設定を行うことで個々のニーズに適した完璧なサウンドを作り上げることができるでしょう。
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COMPRESSORセクション
  注：コ ン プ レ ッ サ ー のレシオを 1:1 に 設 定 すると、
THRESHOLDつまみの設定とTHRESHOLD LEDの状態
に関係なく、コンプレッサーはオフになります。スレッショルド
を＋20dBに設定すると、最大レベルのピークを除き、信号に
コンプレッションがかからなくなります。

④	THRESHOLDつまみ	と	⑤ THRESHOLD	LED
 このつまみを使用すると、スレッショルド（コンプレッション動作を

開始する入力基準レベル）を−40dB 〜＋20dB の範囲で調
整できます。“ハード・ニー”設定では、入力レベルがスレッショル
ドを越えると、レシオで設定した比率に応じてコンプレッサー
が即座に動作します。

 “OverEasy”設定では、OverEasy スレッショルド領域の中間
点（コンプレッションが少しかかるところ）がスレッショルドになり 
ます。

 THRESHOLD つまみの上にある3 つの LED は、スレッショ
ルドに対して入力信号レベルがどのような関係（位置）にある
のかを示します。入力信号がスレッショルドより下にある時は、緑
色の“BELOW”LED が点灯します。入力信号がスレッショル
ドより上にある時は、赤色の“ABOVE”LED が点灯します。
OverEasy ボタンが押され、入力信号が OverEasy 領域内に
ある時は、黄色の“OverEasy”LED が点灯します。

 266XS の OverEasy 設定では、極めて滑らかで自然なコンプ
レッションがかかります。スレッショルドの付近でコンプレッション
レシオが徐々に変化するため、音量変化による悪影響が発生
しません。THRESHOLD つまみで設定されたコンプレッション
動作の基準レベル（スレッショルド）に入力信号レベルが近づく
に従って、266XS 内部のゲイン変更回路が徐々に動作し始め
ます。入力信号レベルがスレッショルドを通過すると、各つまみ
で設定されたコンプレッションが徐々に適用され始め、最終的
に設定した形でのコンプレッションとなります。

 “ハード・ニー”設定では、入力レベルがスレッショルドを越える
と、即座にコンプレッションが動作します。なお、ハード・ニー設
定では、入力信号レベルがスレッショルドを通過する時に、黄色
の LED が点灯しないことに注意してください。単純に、スレッ
ショルドを上回るレベルの入力信号にはコンプレッションが適用
され、スレッショルドを下回るレベルの入力信号にはコンプレッ
ションが適用されません。

  注：信号が入力されていなくても、電源をオン /オフする際に
LEDが点滅することがありますが、機器の異常ではありません。

⑥	OverEasyボタン
 このボタンを押すと、OverEasy が動 作します。信 号が

OverEasy 領域内にある時は、黄色の THRESHOLD LED
が点灯します。なお、このボタンを押していない場合、本機
は“ハード・ニー”のコンプレッサーとして機能し、黄色の
THRESHOLD LED は点灯しません。

⑦	RATIOつまみ
 このつまみを調整すると、入力信号に適用されるコンプ

レッションのレベル（レシオ）が設定されます。このつま
みを時計回りに回すと、コンプレッション動作のレシオが
1:1（コンプレッションなし）から∞ :1（スレッショルドを
超えて入力レベルを増加させても、出力レベルは増加しな
い。特に、ATTACK つまみを FAST 方向に回すと、ピー
クリミッターのような動作をする）に変化します。

 入力信号レベルがスレッショルドを上回っている時は、こ
のつまみで設定されるコンプレッション動作のレシオが適
用されます。レシオとは、266XS からの出力信号レベルを
1dB 増加させるために、入力信号レベルを何デシベル（dB）
増加させる必要があるかという割合を意味します。たとえ
ば、レシオを 2:1（入力 : 出力）に設定した場合は、スレッショ
ルドを超えて入力信号レベルを 2dB 増加させると、出力信
号レベルが 1dB 増加します。レシオを∞ :1 に設定した場
合は、スレッショルドを超えて入力信号レベルをいくら増
加させても、出力信号レベルは一定のまま変化しません。

⑧	ATTACKつまみ	と	⑩ RELEASEつまみ
 スレッショルドを超える信号が検出されてからコンプレッショ

ンがかかりきるまでの時間（アタック時間）を設定するには、
ATTACK つまみを使用します。ATTACK つまみで設定で
きるアタック時間の範囲は、FAST（高速＝コンプレッションの効
果がしっかりと目立つようにかかり、突発的な打音等にもコンプ
レッサーをかけることができる）からSLOW（低速＝待ち時間
が若干長く、緩やかなコンプレッション効果が現れる）の間です。
アタックを高速（FAST）に設定すると、RMS 検出回路が使用
されますが、266XS はピークリミッターのような動作をします。
アタックをより低速（SLOW）に設定すると、RMSレベルまたは
平均レベルを検出するコンプレッサー /リミッターとして
266XS が機能するようになります。

 コンプレッション回路が入力信号を元のレベルに戻す時間（リ
リース時間）を設定するには、RELEASE つまみを使用します。
RELEASE つまみで設定できるリリース時間の範囲は、FAST

（プログラム信号［の包絡線］にコンプレッション動作がぴったり
と追従する）からSLOW（極めて滑らかなコンプレッションと復
元が行われる）の間です。

■各部の名称と機能	つづき
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 ATTACK つまみとRELEASE つまみを設定するのに決めら
れた方法はありませんが、一般的に、主要な信号のエネルギー
によって背景音までもが聞き取れるくらいに変調されている場
合には、不要なレベル変動（パンピングやブリージング）を抑える
ために、アタック時間とリリース時間を遅く（SLOWに）設定する
のが適切です。一方、瞬間的あるいは大音量の音が減衰した
直後に、目的の信号が抑えられてしまうのを防ぐには、リリース
時間を速く（FASTに）設定する必要があります。ベースギター
のような低域音については、アタック時間とリリース時間をかなり
遅く（SLOWに）設定してください。

注：ATTACKつまみとRELEASEつまみは相互に関係している
のと同時に、RATIOつまみとも連携しています。どれか1つの
つまみを調整すると、他の設定も調整する必要があります。

⑨	Autoボタン：
 このボタンを押すと、ATTACK つまみとRELEASE つまみに

よる設定は無効になり、プログラム信号の内容に応じて予め設
定されているアタック時間とリリース時間が適用されます。これ
らの設定値は入力信号に基づいており、信号のダイナミックレ
ンジに合わせて連続的に変化します。Auto 機能を有効にする
と、業界標準とも言える166A（266XS の前身モデル）から受け
継いだ「伝統的なdbx の音質」を再現します。

その他のセクション

⑪	GAIN	REDUCTION（dB）メーター：
 このメーターは、266XS のコンプレッサーまたはエキス

パンダー / ゲートによって入力信号がどの程度減衰され
るかを示します。コンプレッサーおよびエキスパンダー
/ ゲートが両方とも動作中の場合は、減衰が大きい方の
値が表示されます。

⑫	OUTPUT	GAIN（dB）つまみ：
 このつまみを調整すると、266XS の出力ゲインが−20dB 〜 

＋20dB の範囲で変化します。266XS のダイナミックレンジ処理
によって減衰した RMSレベルは、この OUTPUT GAIN つ
まみを使って補正します。必要なコンプレッションを設定できた
ら、GAIN REDUCTIONメーターに示されたのと同じ量の
ゲインを加えるように、出力ゲインを設定してください。たとえば、
GAIN REDUCTIONメーターに示されたゲインリダクション
の平均値が 10dB である場合、出力ゲインを＋10dBに設定す
れば、平均 10dB の出力レベルの減衰を補正できます。

 
  注：コンプレッサーの設定とエキスパンダーの設定は相互に関
係してゲインに影響を与えるため、再生レベルに注意してくだ
さい。

⑬	Bypassボタン：
 このボタンを押すと、266XS はバイパス状態になります。
 また、Stereo Couple ボタンが押されて 266XS がステレオ動作

している場合には、チャンネル 1 の Bypass ボタンを押すと、両
方のチャンネルがバイパス状態になります。

 バイパス状態では、入力信号が 266XS の処理と制御を経由し
ないで出力に送られるので、処理前の信号と処理済みの信号
の比較が Bypass ボタン1 つで行うことができます。

 なお、バイパス状態の時には Bypass ボタンが点灯します。

⑭	Stereo	Coupleスイッチ：
 このボタンは、266XS の動作をステレオとモノラル 2 チャンネ

ルで切り替えます。Stereo Couple ボタンを押すと、ステレオ
動作になり、チャンネル 1 が両方のチャンネルのマスタコント
ローラーになります。チャンネル2 は「スレーブ」になる
ため、チャンネル2 のボタン、つまみ、LED など（GAIN 
REDUCTION メーターを除く）は機能しなくなります。

 Stereo Couple ボタンを押していない時は、2 つの独立したモ
ノラルのコンプレッサー / ゲートとして動作し、各チャンネルの
つまみ、ボタン、LEDなどは別々に機能します。

 266XS がステレオ動作している時は、Stereo Couple ボタンが
点灯します。
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266XSには、ミキサー、電子楽器、パッチベイ、その他のシグナル・
プロセッサーなど、様々なラインレベル機器を接続することがで
きます。

どのような接続を行う場合でも、以下の手順に従ってください。

1.	 接続作業を行う前に、全ての機器の電源を切ります。

2.	 必要に応じて、標準 19インチラックに266XS を据え付
けます。

 266XS を据え付けるには、1U のラック・スペースが必要です。
発熱の少ない機器であれば、真上、または真下のスペースに
設置してもかまいませんが、本気の使用中に周囲の温度が
45℃を超えないように注意してください。

3.	 必要に応じて、XLR 端子または標準フォーンジャック（3P）
を接続します。

一般的な接続（パッチ）点：
・	個々の楽器または録音トラック上で 266XS を使用する時

は、ミキサーのチャンネルまたはサブグループのインサート。
・	ミックスを行う時は、ミキサーのメイン出力。
・	ギターやベースで 266XS を使用する時は、楽器用プリア

ンプのエフェクト・ループ。
・	信号をメインのミキサーへ送る時は、サブミキサー

（キーボード・ミキサーなど）のメイン出力。
・	 DAT の出力とアナログ・カセットテープレコーダーの入力

との間など。

 複数のプロセッサーを連結する時は、エフェクターやダ
イナミクスの前後どちらにでも266XS を配置できます。
お持ちの知識と経験を通じて様々な設定を試し、どれが
最も優れた結果を引き出せるかを調べてください。

4.	 AC 電源コードを本体とACコンセントにしっかりと接続
し、本機の電源を入れます。

■基本的な接続方法
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チャンネル数	 2

音声入力
　端子・形式	 XLR ／標準フォーンジャック（3P）、電子バランス

　インピーダンス	 40kΩ

　最大レベル	 ＋ 22dBu

サイドチェイン入力
　端子・形式	 標準フォーンジャック（3P、チップ）、アンバランス

　インピーダンス	 10kΩ

音声出力
　端子・形式	 XLR ／標準フォーンジャック（3P）、疑似バランス

　インピーダンス	 100Ω

　最大レベル	 ＋ 21dBu

サイドチェイン出力
　端子・形式	 標準フォーンジャック（3P、リング）、アンバランス

　インピーダンス	 2kΩ

周波数特性	 20Hz〜 20kHz（＋ 0/− 0.5dB）

THD＋N	 0.2%（1kHz）

ダイナミックレンジ	 114dB

電源	 AC100V、50/60Hz、15W

寸法・質量	 幅 483×高 45×奥行 146mm、2.2kg






